
「国際経済情勢セミナー」
～英国EU離脱、米トランプ政権発足後の国際経済情勢の見方～

英国のEU離脱、米国でのトランプ新政権の発足、政治経済双方で
存在感を増す中国、中東地域でのIS（イスラミック・ステート）を
巡る紛争など世界情勢は激動しています。
本セミナーでは、こうした状況で国際経済の趨勢に加え、日本経

済や教育・研究活動への影響等をご紹介するとともに、参加者の皆
様と幅広いディスカッションを行うこと目的に開催いたします。

日時 平成29年2月24日（金）16:00～17:15（開場15:30）

場所 国立大学法人東北大学 知の館 3F 講義室（※裏面地図参照）

内容
16:00～16:05
挨拶：佐藤 準（産学連携機構企画室長）

16:05～16:50
講演：小松 啓一郎（Komatsu Research & Advisory 代表）

「今後の国際経済情勢の見方」
16:50～17:05
コメンテーター：植木 俊哉（国立大学法人東北大学 理事）

17:05～17:15
質疑応答

17:15：セミナー閉会

主催
国立大学法人東北大学
独立行政法人日本貿易振興機構（ジェトロ）

参加費 無料

定員 80名

■問い合わせ先 国立大学法人東北大学産学連携機構企画室
sanren-kikaku@grp.tohoku.ac.jp

■参加申込

国立大学法人東北大学産学連携機構企画室宛（下記アドレス）に、
以下項目を記載の上、２月23日（木）まで、E-mailにて送信願います。

・件名【国際経済情勢セミナー参加申し込み】
・所属機関（カナ）
・氏名（カナ）
・役職



■講演講師（小松 啓一郎 氏 ）略歴

■会場地図・アクセス

国立大学法人東北大学知の館 3F 講義室
（宮城県仙台市青葉区片平2-1-1）

英国オックスフォード大学大学院卒（D.Phil.取得）
1979年、商工中金入行（東京で中小企業向け金融
業務等、ニューヨークのウォール街で為替トレーダ
ー等）
1995年、世界銀行・海外民間投資促進コンサルタ
ント（サブ・サハラ開発局）としてマダガスカル及
びモーリシャスへの日系・東南アジア系中小企業
進出促進プログラムに参画。日系43社のミッション
参加企業を募って両国に引率（複数の成功案件成立）
世界銀行原資の中小企業向け新金融機関FASPをマダ
ガスカルに設立。
1996年、英国通商産業省・上級貿易アドバイザー
（初代）に就任。新設官庁・英国海外貿易総省（現UKTI）設立業務等にも従事。
1999年、英国海外貿易総省・上級貿易アドバイザー（初代）に就任。
2001年、エジプト政府支援のため産業振興調査に従事。
2005年、独立系の在英シンクタンクKomatsu Research & Advisory(KRA)設立。
2008年、マダガスカル共和国大統領・特別顧問に就任。同国でクーデター発生後に
主要業務が経済開発から正当政権復帰のための外交活動にシフト。5年ぶりの同国民
主選挙によって2014年に新共和国大統領が誕生。
欧州、中東、アジア、ロシア、北米、アフリカ等を中心に、全世界を対象市場とする
新規ビジネス機会及びカントリ-・リスクの情報収集・分析調査・報告・提案に従事。
企業へのアドバイザリー業務の他、ジェトロ・シニアフェロー。JOGMEC（石油天然
ガス・金属鉱物資源機構）、JICA（国際協力機構）、NEXI（日本貿易保険）、JBIC
（国際協力銀行）、JFC（日本政策金融公庫）、JEF（国際経済交流財団）等でも調
査業務。
現在は、環インド洋経済圏の創出・拡大を視野に同地域でも活動中。


